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1. 2020年3月期第2四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第2四半期 5,537 △25.3 123 △82.9 102 △85.6 59 △87.9

2019年3月期第2四半期 7,417 1.0 721 △12.9 712 △12.9 490 △16.2

（注）包括利益 2020年3月期第2四半期　　49百万円 （△89.9％） 2019年3月期第2四半期　　487百万円 （△22.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第2四半期 24.42 ―

2019年3月期第2四半期 201.13 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年3月期第2四半期 10,910 7,163 65.7

2019年3月期 11,746 7,206 61.3

（参考）自己資本 2020年3月期第2四半期 7,163百万円 2019年3月期 7,206百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 37.50 ― 37.50 75.00

2020年3月期 ― 37.50

2020年3月期（予想） ― 37.50 75.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,300 △26.9 390 △68.9 360 △70.5 240 △71.1 98.33

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期2Q 2,605,900 株 2019年3月期 2,605,900 株

② 期末自己株式数 2020年3月期2Q 165,171 株 2019年3月期 164,892 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期2Q 2,440,875 株 2019年3月期2Q 2,441,031 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績の前提となる条件について
は、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（以下「当第２四半期」という）におけるわが国経済は、雇用・所得環境などに改

善がみられるものの、企業の生産や輸出は弱含んでいます。一方、海外においても、通商問題を巡る緊張の増大

が世界経済に与える影響、中国経済の減速、その他海外経済の不確実性などにより、景気の先行きについては、

依然として不透明な状況が続いております。 

このような環境下、当社グループは国内外での販売力の強化に努めるとともに、製造力及び技術力の向上、

様々な工程での無駄の排除及び改善などに取り組んでまいりました。 

しかしながら、通商問題などによる市場変化の影響は大きく、当第２四半期の売上高は前年同期比1,879百万円

減収（25.3％減収）の5,537百万円、営業利益は同597百万円減益（82.9％減益）の123百万円、経常利益は同610

百万円減益（85.6％減益）の102百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は同431百万円減益（87.9％減益）

の59百万円となりました。 

セグメントごとの業況は次のとおりです。 

 

［アンチモン事業］ 

同事業の原料であり、製品販売価格の基準ともなるアンチモン地金の国際相場は、主産地である中国におい

て、米国との貿易摩擦が長期化し、需給関係が緩み、急速に下落しました。９月に入りやや持ち直したものの、

当第２四半期の平均価格は、約6,400ドルとなり、前年同期比約22％下落しました。円建てでは同約23％の下落と

なりました。 

同事業の販売状況につきましては、中国の景気減速などの影響を受け、需要が減退し、販売数量は前年同期比

606トン減少（15.6％減少）の3,294トンとなりました。 

その結果、同事業の当第２四半期の売上高は、販売数量の減少と販売価格の下落により、前年同期比901百万円

減収（22.9％減収）の3,036百万円となりました。セグメント利益は、販売数量の減少や原料地金相場下落の影響

などにより同120百万円減益（54.7％減益）の99百万円となりました。 

 

［金属粉末事業］

同事業の主原料である銅の国内建値は、当第２四半期平均でトン当たり692千円となり、前年同期比9.0％の下

落となりました。 

電子部品向け金属粉の販売状況につきましては、電子部品の生産・在庫調整などにより、スマートフォン関連

需要などが低迷し、販売数量は前年同期比190トン減少（30.2％減少）の440トンとなりました。 

粉末冶金向け金属粉の販売状況につきましては、自動車部品・家電部品向けが低調に推移し、販売数量は前年

同期比184トン減少（19.3％減少）の769トンとなりました。 

全体の販売数量は、前年同期比374トン減少（23.6％減少）の1,209トンとなりました。 

その結果、同事業の当第２四半期の売上高は、販売数量の減少と販売価格の下落により、前年同期比978百万円

減収（28.2％減収）の2,490百万円となりました。セグメント利益は、電子部品向けの大幅な受注減と原料地金価

格下落の影響などにより、同482百万円減益の3百万円のセグメント損失となりました。 

 

［その他］

不動産賃貸事業の当第２四半期の売上高とセグメント利益は前年同期比横ばいの11百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

(資産) 

当第２四半期末の資産合計は、前連結会計年度末と比べ836百万円減少の10,910百万円となりました。 

流動資産は前連結会計年度末と比べ945百万円減少の6,470百万円となりました。これは主に受取手形及び売掛

金が441百万円、商品及び製品が268百万円、原材料及び貯蔵品が266百万円減少したことによるものであります。 

固定資産は前連結会計年度末に比べ108百万円増加の4,439百万円となりました。これは主に有形固定資産が116

百万円増加したことによるものであります。 
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(負債) 

当第２四半期末の負債合計は、前連結会計年度末と比べ793百万円減少の3,746百万円となりました。 

流動負債は前連結会計年度末と比べ674百万円減少の2,959百万円となりました。これは主に支払手形及び買掛

金が409百万円、未払法人税等が137百万円減少したことによるものであります。 

固定負債は前連結会計年度末に比べ118百万円減少の787百万円となりました。これは主に長期借入金が112百万

円減少したことによるものであります。 

 

(純資産) 

当第２四半期末の純資産合計は、前連結会計年度末と比べ42百万円減少の7,163百万円となりました。これは主

に利益剰余金が親会社株主に帰属する四半期純利益により59百万円増加したこと及び配当により91百万円減少し

たことによるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ、2019年５月14日に公表いたしました業績予想を修

正しております。詳細につきましては、本日公表いたしました「業績予想と実績との差異及び通期業績予想の修

正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2019年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,733,777 2,807,726 

受取手形及び売掛金 2,068,435 1,627,322 

商品及び製品 1,417,086 1,149,028 

仕掛品 282,138 230,783 

原材料及び貯蔵品 870,124 603,903 

その他 50,399 56,619 

貸倒引当金 △6,721 △5,160 

流動資産合計 7,415,241 6,470,223 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,394,609 1,539,029 

機械装置及び運搬具（純額） 787,308 812,468 

土地 1,474,191 1,474,191 

その他（純額） 238,553 185,287 

有形固定資産合計 3,894,662 4,010,977 

無形固定資産 46,238 46,715 

投資その他の資産 390,366 382,128 

固定資産合計 4,331,266 4,439,821 

資産合計 11,746,508 10,910,045 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2019年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 803,284 393,704 

電子記録債務 301,443 244,046 

短期借入金 1,657,500 1,645,000 

未払法人税等 162,346 25,134 

賞与引当金 155,433 154,641 

その他 553,717 496,512 

流動負債合計 3,633,724 2,959,038 

固定負債    

長期借入金 470,000 357,500 

退職給付に係る負債 361,319 347,946 

資産除去債務 36,389 36,636 

その他 38,679 45,350 

固定負債合計 906,388 787,432 

負債合計 4,540,112 3,746,471 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,018,126 1,018,126 

資本剰余金 564,725 564,725 

利益剰余金 5,740,730 5,708,795 

自己株式 △152,619 △153,220 

株主資本合計 7,170,963 7,138,427 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 32,957 24,410 

為替換算調整勘定 2,474 736 

その他の包括利益累計額合計 35,431 25,146 

純資産合計 7,206,395 7,163,573 

負債純資産合計 11,746,508 10,910,045 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年９月30日) 

売上高 7,417,797 5,537,987 

売上原価 6,200,340 4,928,434 

売上総利益 1,217,457 609,552 

販売費及び一般管理費 496,153 486,135 

営業利益 721,304 123,416 

営業外収益    

受取配当金 2,577 2,639 

為替差益 14,391 － 

保険解約返戻金 3,593 4,142 

その他 8,272 6,977 

営業外収益合計 28,834 13,758 

営業外費用    

支払利息 9,713 7,137 

為替差損 － 11,519 

休止鉱山費用 24,938 14,909 

その他 2,714 1,223 

営業外費用合計 37,366 34,789 

経常利益 712,772 102,385 

特別損失    

固定資産除却損 2,169 728 

特別損失合計 2,169 728 

税金等調整前四半期純利益 710,602 101,656 

法人税、住民税及び事業税 215,337 32,225 

法人税等調整額 4,301 9,829 

法人税等合計 219,638 42,054 

四半期純利益 490,964 59,602 

親会社株主に帰属する四半期純利益 490,964 59,602 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年９月30日) 

四半期純利益 490,964 59,602 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △606 △8,547 

為替換算調整勘定 △2,620 △1,738 

その他の包括利益合計 △3,227 △10,285 

四半期包括利益 487,736 49,317 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 487,736 49,317 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額  

アンチモン
事業 

金属粉末
事業 

計 

売上高              

外部顧客への 
売上高 

3,937,945 3,468,513 7,406,459 11,338 7,417,797 － 7,417,797 

セグメント間 
の内部売上高 
又は振替高 

－ 24,468 24,468 － 24,468 △24,468 － 

計 3,937,945 3,492,982 7,430,927 11,338 7,442,266 △24,468 7,417,797 

セグメント利益 220,577 478,295 698,873 11,108 709,981 11,322 721,304 

（注）１．上記の報告セグメントに含めていない、不動産賃貸事業であります。

２．セグメント利益の調整額11,322千円はセグメント間取引の消去11,322千円であります。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自2019年４月１日 至2019年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額  

アンチモン
事業 

金属粉末
事業 

計 

売上高              

外部顧客への 
売上高 

3,036,108 2,490,478 5,526,586 11,400 5,537,987 － 5,537,987 

セグメント間 
の内部売上高 
又は振替高 

－ 14,739 14,739 － 14,739 △14,739 － 

計 3,036,108 2,505,217 5,541,326 11,400 5,552,727 △14,739 5,537,987 

セグメント利益

又は損失(△) 
99,863 △3,897 95,966 11,199 107,166 16,250 123,416 

（注）１．上記の報告セグメントに含めていない、不動産賃貸事業であります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額16,250千円はセグメント間取引の消去16,250千円であります。
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